
一般社団法人　長崎県サッカー協会
〒850-0851 長崎県長崎市古川町 6 番 35 号  タナカビル 2F  TEL：095-829-3370  FAX：095-829-3371

　　　　  一般社団法人長崎県サッカー協会

　　　　　　　　　　理　　念

長崎県のサッカー界を統括しサッカー競技の普及・発展を図ると共に、長崎県

におけるスポーツ文化の向上と県民の心身の健全な発達に寄与する

　　　　　　　　　   ビジョン

●長崎県のサッカー普及に努め、健常者・障がい者・人種・国籍・地域の垣根

　を越え、老若男女がサッカーを楽しめる環境づくりを推進する

●県民チームJリーグ「V・ファーレン長崎」と協働し、県民に大きな夢や感動

　を与えると共に、青少年の健全な育成やスポーツ文化の涵養に貢献する

●長崎県代表チーム・選手が常に全国大会で活躍できるようサッカーの強化に　

　邁進する

●鎖国時代唯一の国際貿易港として、アジアはもとより、世界の人々とのサッ　

　カー平和交流を深める

●離島を多く有する長崎県では「しまは日本の宝」であるとのビジョンのもと、

　しまに住む人々にも同じようにサッカーを通じて幸福で豊かな生活を育む環

　境づくりを推進する

　　　　　　　　　　バリュー

●仲　間　気持ちの通うサッカーファミリーを増やすこと

●笑　顔　サッカーを愛し　いつも笑顔で取り組むこと

●継　承　先人の思いを受け継ぎ誰からも愛されるサッカー県になること

●挑　戦　サッカーが好きだからこそ 何事にも失敗を恐れずチャレンジすること

●信　頼　積極的な社会貢献活動を実施し 信頼されるサッカー協会になること

                  　  Ｖ・ファーレン長崎　　

      J１昇格おめでとうございます

Ｖ・ファーレン長崎は一般社団法人長崎県サッカー協会に登録されている唯一のＪ１

チームであり、活躍を期待します。

本協会では、引き続きＶ・ファーレン長崎とともにサッカーを通じ、長崎県民の幸福

で豊かな生活を営む環境づくりに邁進して参りたいと思っております。

県民の皆様方、応援をよろしくお願い致します！

J リーグ／日本フットボールリーグ
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ボールを押さえている三本足の烏は、中国の古典にある三足烏と呼ばれるもので、日の神＝太陽をシンボル化したも
のです。日本では、神武天皇御東征のとき、八咫烏（やたがらす）が天皇の軍隊を道案内をしたということもあり烏
には親しみがありました。旗の黄色は公正を、青色は青春を表し、はつらつとした青春の意気に包まれた日本サッカ
ー協会の公正の気宇を表現しています。

2018年度 開催試合等のご案内

なでしこＪＡＰＡＮ（日本女子代表）国際親善試合
日程：2018年4月1日(日)　

会場：トランスコスモススタジアム長崎

キックオフ時間：未定　　対戦カード：未定

第34回全国選抜フットサル大会
日程：2018年9月21日(金)～23日(日)

会場：島原復興アリーナ

グラスルーツ
誰もが、いつでも、どこでも、
安心して楽しめるように！　

「グラスルーツ」とは草の根、民衆の、と言った意味があります。グラスル

ーツフットボールは、みんなのもの。エリートフットボール以外のすべて、

どこでもだれでも（年齢、性別、障がい、人種などに関わりなく）皆が関わ

ってプレーされるものとされています。

サッカー、そしてスポーツの持つすばらしさをもっともっと、たくさんの皆

さんと分かち合い、育みたいと考えています。グラスルーツなくして代表の

強化なし。トップレベルサッカーを支えるものであり、その国のサッカー文

化の厚さとなるものです。世界的に非常に大切にされ、組織的な取り組みが

各国で始まっています。

きらめきカップ
グラスルーツに関する、知的障がい者サッカー大会

一般社団法人長崎県サッカー協会では２０１５年より、長崎県立特別支援学

校及び長崎県内福祉施設に所属するサッカー選手を一堂に会し「みんなで楽

しみ隊プロジェクト」を掲げ、知的障がいのある選手がプロサッカー選手も

利用するスタジアムで思う存分サッカーを楽しむこと・みんながキラキラと

かがやくことを目指し「きらめきカップ」を開催しています。

 まだスタートしたばかりですが、近い将来は7つの団体（切断障がい・脳性

麻痺・精神障がい・知的障がい・電動車椅子・視覚障がい・聴覚障がい）を

統括できる大会にすることを目標としております。 

この大会を実施することに伴って、微力ではありますがそれぞれの地域社会

で健常者との共有理解が深まることと確信しており、健常者と障がい者がと

もにサッカーを楽しむことができる社会を作り上げたいと考えています。

公益財団法人
日本サッカー協会（JFA）

加盟登録チーム

日本プロサッカーリーグ

日本フットボールリーグ

日本女子サッカーリーグ

日本フットサルリーグ

各種サッカー連盟

9 地域サッカー協会

9 地域各種サッカー連盟

47都道府県サッカー協会

47都道府県各種サッカー連盟

加盟団体

リスペクト 
とりまくすべてのものを『大切に思うこと』

日本サッカー協会（ＪＦＡ）、Jリーグでは、サッカー、スポーツの社会的役割

を強く自覚し、2 0 0 8 年度より、サッカー界におけるリスペクトの重要性を

認識し、リスペクトプロジェクトを開始しました。

リスペクトの本質を、常に全力を尽くしてプレーすること、そしてそれはフ

ェアプレーの原点であるととらえています。仲間、対戦相手、審判、指導者、

用具、施設、保護者、大会関係者、サポーター、競技規則、サッカーという

ゲームの精神、それらサッカーを取り巻くあらゆるいろいろな関係の中でと

らえていきたいと考え、「大切に思うこと」としました。

「フェアで強い日本を目指す」。リスペクトは、世界からも認められた日本

が誇る価値です。日本人らしさを出して戦っていくことが大事です。それが

サッカー、スポーツの価値を高めていくことにつながります。こういったこ

とはまさに今の社会に必要なことです。社会からサッカーが尊敬され、サッ

カーが文化となる。サッカーから、スポーツ、そして日本社会にこういった

価値観を広めていきたいと考えています。

●サポーター

　コーチはコーチに任せる。レフェリーはレフェリーに任せる。

　プレーは子どもたちに任せる。私たちは応援し、見守る。

●選　手

　サッカーには敵はいない。対戦相手は敵じゃない。自分たちの力をためし、

　サッカーを楽しむための大切な仲間。試合の初めに相手の目を見てしっか

　りと握手する。リスペクトの証として。

●コーチ

　子どもたちに会う前には、いつも自分を振り返る。

　子どもたちは大切な相手。ちゃんとしていないと恥ずかしい。

　スマイル OK!

●レフェリー

　子どもたちも一人一人立派な選手。しっかり目を見て握手する。
　いいゲームをしようね。

●ゲーム

　常に全力でゴールをめざす。勝利をめざす。
　勝利それがサッカーという僕が大好きなゲームに対するリスペクト。

グリーンカード制度 
「おこられるからやらない」よりも
「いいことだからやる」

日本サッカー協会（JFA） は、小学生年代以下のサッカーの試合において、

グリーンカードの積極的活用を奨励しています。レフェリーは、ルールが尊

重され全員がゲームを楽しめるようにします。レフェリーにはイエローカー

ドとレッドカードを使って、その行為がルールにどの程度、違反していると

いうことをプレーヤーに伝えることを任務として与えられています。時とし

て、トレーニングや試合でしてはいけないことの方に注意が払われることが

見受けられますが、彼らがポジティブなこと（怪我をした選手への思いやり、

意図していないファウルプレーの際の謝罪や握手、等）をしたら賞賛や感謝

を示すべきです。これが、グリーンカードの背景にある考え方です。

ウェルフェアオフィサー
子どもたちやプレーヤーの安心と安全を守る

日本サッカー協会（JFA）は、暴力を用いた指導を「しない、させない、許

さない」をキーワードに暴力根絶に向けて取り組んでいます。「ウェルフェ

ア（Welfare）」とは、幸福、快適な生活、福利などを意味します。リスペク

トの先進国であるイングランドサッカー協会では、このウェルフェアの守り

人とも言うべき「ウェルフェアオフィサー」を各大会に設置し、フェアプレ

ーのある試合環境づくりに努めています。サッカー、スポーツを楽しむため

には、安心・安全が確保された環境が大前提です。JFAとしても、子どもた

ちやプレーヤーの安心と安全を守る担当者として、「ウェルフェアオフィサ

ー」を置き、心からスポーツを楽しめる環境を広げていきたいと考えています。
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